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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ 段 階 に お い て 、 有 機 物 原 料 で あ る 粉 砕 し た ソ ル ガ ム を 熱 分 解 室 に 投 入 し 、 投 入 が 完 了  
し た ら 熱 源 部 を 作 動 開 始 し 、 熱 分 解 室 を 初 期 段 階 に お け る 加 熱 動 作 を 開 始 し 、
第 ２ 段 階 に お い て 、 前 記 加 熱 の 初 期 段 階 で 熱 分 解 室 内 に 不 活 性 ガ ス を 導 入 し 、 そ れ ま で 熱  
分 解 室 内 に 存 在 し て い た 空 気 を 不 活 性 ガ ス に 置 換 し 、
第 ３ 段 階 に お い て 、   熱 分 解 室 内 の 温 度 を １ ０ ０ ～ １ ５ ０ ℃ に 加 熱 し 、
第 ４ 段 階 に お い て 、 熱 分 解 室 内 に お い て ソ ル ガ ム の 表 面 に 付 着 し て い る 水 分 或 い は ソ ル ガ  
ム の 組 織 体 内 か ら 浸 出 し て き た 水 分 を 蒸 発 さ せ 、
第 ５ 段 階 に お い て 、 前 記 蒸 発 動 作 に よ り ソ ル ガ ム の 重 量 パ ー セ ン ト で 、 約 ３ ０ ％ の 水 分 を  
蒸 発 さ せ た 後 、 熱 分 解 室 内 の 温 度 を １ ０ ０ ～ １ ５ ０ ℃ の 段 階 よ り も 高 い 温 度 に 加 熱 し 、
第 ６ 段 階 に お い て 、 熱 源 部 の 作 動 を 停 止 し 、 熱 分 解 室 を 冷 却 し 、
第 ７ 段 階 に お い て 、 冷 却 動 作 に よ り 熱 分 解 室 内 の 温 度 が ほ ぼ 常 温 に な っ た 後 、 加 熱 処 理 後  
の ソ ル ガ ム を 加 熱 炉 の 外 へ 取 り 出 す 、
こ と を 特 徴 と す る ソ ル ガ ム を 原 料 と す る バ イ オ マ ス 燃 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ 段 階 に お い て 、 原 料 の 投 入 と 加 熱 動 作 の 初 期 段 階 ま で で 約 ３ ０ 分 間 の 動 作 で あ り  
、 前 記 初 期 段 階 で の 熱 分 解 室 内 の 温 度 上 昇 は １ ０ ０ ℃ 以 下 で あ り 、
前 記 第 ２ 段 階 に お い て 、 ガ ス 置 換 処 理 は 約 ５ ０ 分 間 の 動 作 で あ り 、
前 記 第 ３ 段 階 に お い て 、 前 記 熱 分 解 室 内 の 温 度 を １ ０ ０ ～ １ ５ ０ ℃ に 加 熱 し 、

請求項の数　2　（全6頁）
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前 記 第 ４ 段 階 に お い て 、 水 分 の 蒸 発 動 作 は 約 １ ２ ０ 分 間 の 動 作 で あ り 、
前 記 第 ５ 段 階 に お い て 、 過 熱 動 作 は 約 １ ２ ０ 分 位 の 時 間 を か け て 行 わ れ 、
前 記 第 ６ 段 階 に お い て 、 冷 却 動 作 は 約 １ ２ ０ 分 位 の 時 間 を か け て 行 わ れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の バ イ オ マ ス 燃 料 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 有 機 物 で あ る ソ ル ガ ム （ と う も ろ こ し の 一 種 ） を 加 熱 処 理 す る こ と に よ り ソ ル  
ガ ム の 持 つ 燃 焼 カ ロ リ ー を 上 昇 さ せ て 燃 料 と し て 利 用 可 能 に す る 、 バ イ オ マ ス 燃 料 の 製 造  
方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
近 年 、 日 本 で は 、 地 球 温 暖 化 対 策 、 環 境 保 護 の 背 景 か ら 、 バ イ オ エ ネ ル ギ ー を 活 用 し て 化  
石 燃 料 が 出 す Ｃ Ｏ 2   （ 二 酸 化 炭 素 ） を 削 減 す る こ と に 取 り 組 ん で お り 、 政 府 も 、 バ イ オ エ  
ネ ル ギ ー に よ り 発 電 （ バ イ オ マ ス 発 電 ） さ れ た 電 気 の 発 電 料 を 火 力 発 電 な ど の 通 常 の 手 法  
で 発 電 さ れ た 電 気 の 発 電 料 よ り も 高 く 設 定 し 、 バ イ オ エ ネ ル ギ ー の 活 用 の 普 及 を 応 援 し て  
い る 。 こ れ ら の バ イ オ エ ネ ル ギ ー に よ り 発 電 を 行 う 技 術 の 従 来 例 と し て は 、 例 え ば 特 開 ２  
０ １ ７ － １ ０ ５ ９ ２ ０ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に 記 載 さ れ た も の が あ る 。 こ の 従 来 例 で は バ  
イ オ マ ス 発 電 の 燃 料 と し て 竹 材 を 使 う 技 術 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 他 に も バ イ オ マ ス 発 電  
の 燃 料 と し て は 例 え ば 木 質 チ ッ プ が 使 用 さ れ る 例 が 種 々 提 案 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ７ － １ ０ ５ ９ ２ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し な が ら 、 日 本 国 内 を 見 て も 、 上 記 竹 材 や 木 質 チ ッ プ を 使 用 し て バ イ オ マ ス 発 電 を 行  
う と し て も 、 高 カ ロ リ ー の 資 源 が 不 足 し て い る の が 現 状 で あ る 。 例 え ば バ イ オ マ ス 発 電 所  
の プ ラ ン ト に は 燃 焼 カ ロ リ ー が 石 炭 （ ５ ０ ０ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｋ ｇ ） 程 度 の 発 熱 量 を 必 要 と す  
る が 、 一 般 的 な バ イ オ マ ス 燃 料 は 燃 焼 カ ロ リ ー が １ ８ ０ ０ ～ ２ ５ ０ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｋ ｇ で あ  
り 、 発 熱 効 率 を 上 げ る た め に 発 電 プ ラ ン ト に 水 分 蒸 発 工 程 を 加 え な け れ ば な ら ず 、 プ ラ ン  
ト が 巨 大 な も の と な っ て い る 。 バ イ オ マ ス 燃 料 の 発 熱 量 が １ ８ ０ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｋ ｇ か ら ５  
０ ０ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｋ ｇ に な る よ う に す る た め に は 発 電 コ ス ト が 合 わ ず 、 高 カ ロ リ ー に 変 換  
え き る 技 術 が 必 要 に な っ て く る 。 そ し て 、 バ イ オ マ ス 発 電 に 関 わ る 多 く の 技 術 者 が ト レ フ  
ェ ク シ ョ ン （ 半 炭 化 ） の 研 究 、 実 験 を 行 っ て い る が 、 ５ ０ ０ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｋ ｇ に 届 か ず ３  
０ ０ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｋ ｇ 程 度 の 発 熱 量 に し か 実 現 し て い な い の が 現 実 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 本 発 明 は 上 述 し た よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 種 々  
の バ イ オ マ ス 燃 料 （ 木 、 枝 、 葉 、 根 、 ・ ・ ・ 等 ） に つ い て 、 そ れ ぞ れ を 高 カ ロ リ ー に 加 工  
す る 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 バ イ オ マ ス 燃 料 の 原 料 と し て ソ ル ガ ム を 用 い 、 こ の  
ソ ル ガ ム を 無 酸 素 の 雰 囲 気 の 下 で 常 温 か ら 段 階 的 に 加 熱 す る と と も に ソ ル ガ ム に 含 ま れ る  
水 分 を 蒸 発 さ せ 、 さ ら に 、 所 定 の 温 度 ま で 加 熱 す る こ と に よ り 、 高 カ ロ リ ー の バ イ オ マ ス  
燃 料 を 得 る こ と を 要 旨 と す る 。 バ イ オ マ ス 燃 料 の 原 料 と し て は ソ ル ガ ム 、 特 に ベ ト ナ ム で  
自 生 し 或 い は 栽 培 さ れ て い る ソ ル ガ ム を 用 い る 。 そ の 理 由 は 、 ベ ト ナ ム 産 の ソ ル ガ ム は 糖  
度 が 高 く バ イ オ マ ス 燃 料 と し て 最 適 で あ る こ と が 発 明 者 の 研 究 に よ り 判 明 し た か ら で あ る  
。 ま た 、 ベ ト ナ ム 産 の ソ ル ガ ム を 単 な る 従 来 か ら の 処 理 で バ イ オ マ ス 燃 料 に し た の で は 発  
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熱 量 を 高 カ ロ リ ー に す る こ と は で き ず 、 上 述 の よ う な 「 無 酸 素 の 雰 囲 気 の 下 で 常 温 か ら 段  
階 的 に 加 熱 す る 」 と い う 本 発 明 の 処 理 が 有 効 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 ソ ル ガ ム が 持 つ 燃 焼 カ ロ リ ー を 通 常 の １ ５ ０ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｋ ｇ か ら ４ ５  
０ ０ ～ ５ ５ ０ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｋ ｇ に 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 と し て 示 す ソ ル ガ ム を 無 酸 素 の 雰 囲 気 の 下 で 加 熱 す る 手 順  
を 説 明 す る 加 熱 処 理 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
次 に 、 図 を 用 い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の バ イ オ マ ス 燃  
料 の 製 造 方 法 を 実 現 す る た め の 手 順 を 説 明 す る 加 熱 処 理 説 明 図 で あ る 。 こ の 加 熱 処 理 で は  
、 ソ ル ガ ム を 無 酸 素 の 雰 囲 気 の 下 で 段 階 的 に 加 熱 す る 。 上 述 し た よ う に 、 バ イ オ マ ス 燃 料  
の 原 料 と し て は 有 機 物 材 料 （ 木 、 竹 、 枝 、 葉 、 根 、 ・ ・ ・ 等 ） が 用 い ら れ る 。 と り わ け 本  
実 施 の 形 態 で は ソ ル ガ ム 、 特 に ベ ト ナ ム で 自 生 し 或 い は 栽 培 さ れ て い る ソ ル ガ ム を 用 い る  
。 ベ ト ナ ム 産 の ソ ル ガ ム は 糖 度 が 高 く バ イ オ マ ス 燃 料 と し て 最 適 で あ る こ と が 発 明 者 の 研  
究 に よ り 突 き 止 め ら れ て い る 。
本 実 施 の 形 態 で は 、 ソ ル ガ ム を 加 熱 す る た め に は 加 熱 炉 が 用 い ら れ る が 、 こ の 加 熱 炉 と し  
て は 、 加 熱 材 料 が 収 容 さ れ る 熱 分 解 室 （ 加 熱 室 ） と 、 加 熱 用 の 熱 源 部 と 、 熱 分 解 室 に 窒 素  
や ア ル ゴ ン な ど の 不 活 性 ガ ス を 導 入 す る 不 活 性 ガ ス 導 入 手 段 と 、 加 熱 時 に 加 熱 材 料 か ら 出  
る 水 分 （ 蒸 気 ） が ガ ス を 排 出 す る ガ ス 排 出 手 段 と 、 加 熱 時 に お け る 熱 分 解 室 内 の 温 度 を 制  
御 す る コ ン ト ロ ー ラ と を 有 す る も の が 使 用 さ れ る 。
バ イ オ マ ス 燃 料 の 原 料 で あ る ソ ル ガ ム の 加 熱 処 理 は 次 の 手 順 で 行 わ れ る 。
第 １ 段 階 、 第 ２ 段 階   図 中 符 号 １ ， ２ で 示 す よ う に 、 有 機 物 原 料 で あ る 粉 砕 し た ソ ル ガ ム  
を 熱 分 解 室 に 投 入 す る 。 投 入 が 完 了 し た ら 熱 源 部 を 作 動 開 始 し 、 熱 分 解 室 を 加 熱 開 始 す る  
。 こ の 原 料 の 投 入 と 加 熱 動 作 の 初 期 段 階 ま で で 約 ３ ０ 分 間 の 動 作 で あ り こ の 間 で の 熱 分 解  
室 内 の 温 度 上 昇 は １ ０ ０ ℃ 以 下 で あ る （ 第 １ 段 階 ） 。 こ の 時 点 で 熱 分 解 室 内 に 窒 素 １ ０ や  
ア ル ゴ ン １ １ な ど の 不 活 性 ガ ス を 導 入 し 、 そ れ ま で 熱 分 解 室 内 に 存 在 し て い た 空 気 １ ２ を  
不 活 性 ガ ス に 置 換 す る （ 第 ２ 段 階 ） 。 こ の ガ ス 置 換 処 理 は 約 ５ ０ 分 間 の 動 作 で あ り 、 こ の  
処 理 動 作 に よ り 熱 分 解 室 内 の 気 体 は ほ ぼ １ ０ ０ ％ 不 活 性 ガ ス に 置 換 さ れ る 。
第 ３ 段 階   図 中 符 号 ３ で 示 す よ う に 、 熱 分 解 室 内 の 温 度 を １ ０ ０ ～ １ ５ ０ ℃ に 加 熱 す る 。
第 ４ 段 階 、 第 ５ 段 階   図 中 符 号 ４ ， ５ で 示 す よ う に 、 熱 分 解 室 内 に お い て 有 機 物 原 料 で あ  
る ソ ル ガ ム の 表 面 に 付 着 し て い る 水 分 （ Ｈ 2 Ｏ ） 或 い は ソ ル ガ ム の 組 織 体 内 か ら 浸 出 し て  
き た 水 分 を 蒸 発 さ せ る （ 第 ４ 段 階 ） 。 こ の 水 分 の 蒸 発 動 作 は 約 １ ２ ０ 分 間 と 、 時 間 を か け  
て 行 わ れ 、 そ の 間 、 温 度 は １ ０ ０ ～ １ ５ ０ ℃ に 保 持 さ れ る 。 次 に ソ ル ガ ム の 重 量 パ ー セ ン  
ト で 、 約 ３ ０ ％ （ ２ ５ ～ ３ ５ ％ が 好 ま し い ） 水 分 を 蒸 発 さ せ た 後 、 熱 分 解 室 内 の 温 度 を ２  
０ ０ ～ ３ ０ ０ ℃ に 加 熱 す る （ 第 ５ 段 階 ） 。 こ の 過 熱 動 作 は 約 １ ２ ０ 分 位 の 時 間 を か け て 行  
わ れ る 。
第 ６ 段 階   図 中 符 号 ６ で 示 す よ う に 、 熱 源 部 の 作 動 を 停 止 し 、 熱 分 解 室 を 冷 却 す る 。 こ の  
冷 却 動 作 は 約 １ ２ ０ 分 位 の 時 間 を か け て 行 わ れ 、 熱 分 解 室 内 の 温 度 が ほ ぼ 常 温 に な る ま で  
行 わ れ る 。
第 ７ 段 階   図 中 符 号 ７ で 示 す よ う に 、 冷 却 動 作 に よ り 熱 分 解 室 内 の 温 度 が ほ ぼ 常 温 に な っ  
た 後 、 加 熱 処 理 後 の ソ ル ガ ム を 加 熱 炉 の 外 へ 取 り 出 す 。 ソ ル ガ ム は 加 熱 処 理 に よ っ て バ イ  
オ マ ス 燃 料 と し て の 性 質 （ 特 性 ） を 有 し て い る 。
第 ８ 段 階   図 中 符 号 ８ で 示 す よ う に 、 加 熱 炉 の 外 へ 取 り 出 さ れ た ソ ル ガ ム は 燃 焼 カ ロ リ ー  
が ４ ５ ０ ０ ～ ５ ５ ０ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｋ ｇ で あ り 、 バ イ オ マ ス 燃 料 で あ り な が ら 石 炭 な ど の 燃  
料 と 同 等 の 発 熱 性 能 を 充 分 に 備 え て い る 。
な お 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 の 説 明 で は バ イ オ マ ス 燃 料 の 原 料 と し て ソ ル ガ ム が 最 適 な 例 と  
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し て 挙 げ た が 、 ソ ル ガ ム 以 外 の 材 料 で あ っ て も 、 上 記 加 熱 手 順 に よ る 加 熱 処 理 を 行 っ た 場  
合 、 燃 焼 カ ロ リ ー の 向 上 と い う 良 好 な 結 果 が 得 ら れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 、 バ イ オ マ ス 燃 料 の 原 料 と し て ソ ル ガ ム を 用 い 、 こ の ソ ル ガ ム を 無 酸 素 の 雰 囲 気  
の 下 で 常 温 か ら 段 階 的 に 加 熱 し バ イ オ マ ス 燃 料 を 製 造 す る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 ソ ル ガ ム が  
持 つ 燃 焼 カ ロ リ ー を 通 常 の １ ５ ０ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｋ ｇ か ら ４ ５ ０ ０ ～ ５ ５ ０ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｋ  
ｇ に 上 昇 さ せ る こ と が で き 、 有 用 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
１ ０   窒 素
１ １   ア ル ゴ ン
１ ２   空 気
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【 図 面 】
【 図 １ 】
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